
水
稲
は
中
国
大
陸
の
中
央
部
、
長
江
中
流
域
で
、

陸
稲
は
東
部
の
長
江
下
流
域
で
栽
培
が
始
ま
り
と

な
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
今
か
ら
二
千
年
ぐ
ら
い

前
、
弥
生
時
代
に
稲
作
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
縄
文
末
期
の
岡
山
県
総
社

市
の
土
器
の
中
か
ら
陸
稲
の
化
石
が
発
見
さ
れ
た

た
め
、
約
三
千
五
百
年
前
に
は
、
す
で
に
陸
稲
に
よ

る
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
六
千
年
前
の
岡
山
県
図
山
市
の
貝
塚
地

層
か
ら
、
水
稲
の
化
石
が
発
見
さ
れ
、
縄
文
時
代
に

は
水
稲
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

日
本
で
は
朝
鮮
半
島
よ
り
早
く
か
ら
稲
作
が
行

わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
稲
作
は

北
緯
五
〇
度
か
ら
南
緯
三
十
五
度
の
広
い
範
囲
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
米
の
九
十
％
は
ア
ジ
ア
で
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。
九
州
か
ら
始
ま
り
北
へ
北
へ
と

広
が
り
、
日
本
の
稲
作
は
、
明
治
時
代
か
ら
北
海
道

で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
収
穫
後
の

米
か
ら
、
米
、
餅
米
、
ぬ
か
、
籾
殻
、
わ
ら
な
ど
、
稲
の

ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
利
用
さ
れ
ま
す
。
無
駄
な
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま

で
稲
作
は
私
た
ち
の
食
生
活
と
切
り
離
せ
な
い
大

切
な
も
の
で
す
。 

湘
南
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
育
ん
で
き
た
、

金
目
川
水
系
流
域
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
た
い
。
学

ん
だ
り
、親 

し
ん
だ
り 

す
る
た
め 

に
、市
民
の 

方
、事
業
者 

行
政
と
で 

金
目
川
水 

系
流
域
ネ 

ッ
ト
ワ
ー
ク 

を
作
り
ま 

し
た
。 
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会
員
は
日
頃
の
活
動
や
流
域
に
た
い
す
る
意
見

情
報
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

会
報
な
ど
の
形
で
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。 

表
丹
沢
、大
山
に
降
っ
た
雨
は
、金
目
川
、水
無
川
、

鈴
川
な
ど
に
集
ま
り
、
合
流
し
て
花
水
川
と
な
っ
て

相
模
湾
に
注
い
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
、
金
目
川
水
系

と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

                     

流
域
面
積
は
一
千
八
百
キ
ロ
平
米
で
伊
豆
大
島

の
二
倍
ほ
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

扇
状
地
で
あ
る
秦
野
盆
地
で
は
、
一
部
、
地
下
を

流
れ
、湧
水
と
な
っ
て
再
び
地
上
に
出
て
き
ま
す
。
そ

の
先
の
相
模
平
野
の
水
田
地
帯
で
は
、昔
か
ら
、農
業

用
水
と
し
て
重
要
な
働
き
を
し
て
き
ま
し
た
。
河
口

近
く
で
は
、流
れ
が
、た
び
た
び
変
化
し
た
た
め
、 

平
塚
市
と
大
磯
町
の
境
界
は
大
変
入
り
く
ん
だ
形 

を
し
て
い
ま
す
。 

 

－１－ 

夢 

未
来 

創
造 

秦
野
市 

浅
見
一
義 

             

二
月
末
、
秦
野
で
は
水
田
の
耕
耘
が
行
わ
れ
始

め
ま
す
、
春
近
し
で
す
。
い
つ
の
間
に
か
、
小
鳥
が

集
ま
り
、虫
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。  

平
成
二
十
二
年
の
四
月
よ
り
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
を
育

む
会
の
皆
さ
ん
が
田
植
え
か
ら
草
刈
り
、
収
穫
ま

で
、
ご
飯
に
し
て
食
べ
る
ま
で
を
体
験
し
ま
し
た
。

そ
の
体
験
の
な
か
で
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
は
、
子
ど
も

た
ち
の
素
晴
ら
し
い
、
観
察
力
と
創
造
力
で
す
。

大
人
で
は
と
て
も
発
想
で
き
な
い
、
こ
の
よ
う
な

子
ど
も
た
ち
が
い
れ
ば
日
本
の
未
来
は
明
る
い
と

確
信
し
ま
し
た
。 

身
近
な
体
験
を
育
ん
で
、
日
本
、
世
界
へ
視
野

を
広
げ
、
や
が
て
、
世
界
か
ら
日
本
を
発
想
し
て
、

豊
か
な
未
来
を
創
造
す
る
力
を
養
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
日
本
の
食
料
の
歴
史
と
技
術
を
守
り
、
次

世
代
に
伝
え
て
い
く
大
切
な
使
命
を
担
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。 

稲
に
は
二
種
類
、
水
田
で
栽
培
す
る
苗
代
に
は

水
稲
、
畑
地
で
直
ま
き
す
る
に
は
陸
稲
を
使
用
し

ま
す
。 

7月の水田 稲 

2月のたんぼ 

8月の稲 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

  

 

 

 

－２－ 

２
０
１
８
年
金
目
川
の
鮎
概
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
尾
貴
一 

現
在
、
金
目
川
で
は
鮎
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
10
年
前
の
ど
ぶ
臭
く
、
水
が
汚
れ
て

い
て
、
川
に
近
づ
く
気
に
も
な
れ
な
か
っ
た
状
況
と
は
全
く
異
な
り
ま
す
。 

こ
れ
は
、
環
境
保
全
に
関
心
の
深
い
市
民
の
方
々
の 

多
大
な
る
ご
協
力
と
、
行
政
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
と 

感
謝
い
た
し
ま
す
。 

た
だ
し
、残
念
な
が
ら
、
現
在
の
レ
ベ
ル
で
は
古
老 

た
ち
か
ら
聞
い
た
６
０
年
以
上
前
の
金
目
川
の
状
況 

（ 

後
述
）に
は
及
ぶ
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。 

一
度
、
破
壊
さ
れ
た
自
然
、
汚
染
さ
れ
た
自
然
を
元 

の
状
態
に
戻
す
に
は
膨
大
な
労
力
、
お
金
、
時
間
が
か 

か
り
ま
す
、
子
孫
に
汚
染
の
な
い
豊
か
な
土
壌
の
田
畑 

森
林
、
川
、す
な
わ
ち
生
活
排
水
、
農
薬
、毒
劇
物
で 

汚
染
さ
れ
て
い
な
い
綺
麗
な
地
球
環
境
を
残
し
ま
し 

ょ
う
。 

今
日
、
魚
、鳥
、
水
生
生
物
に
降
り
か
か
る
不
幸
は
、 

明
日
は
人
類
に
降
り
か
か
る
不
幸
の
予
告
で
も
あ
り 

ま
す
。 

調
査
地
点
（ 

主
な
調
査
地
点
） 

金
目
川
本
流
： 

中
流
域 

（落
合
橋
～
飯
島
の
堰
） 

支
流 

 
 
 
 

： 
 

室
川
、座
禅
川
、三
笠
川
、大
根
川 

善
波
川
、鈴
川
、坂
戸
川
、河
内
川 

調
査
方
法 

投
網
に
よ
る
捕
獲
、
写
真
撮
影
、
河
川
の
現
場
で
の
鮎
の
目
視
確
認
、
た
だ
し
、
６
０
年
以

上
前
の
金
目
川
に
関
す
る
鮎
の
情
報
は
古
老
た
ち
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。 

調
査
日
ご
と
の
報
告
書
は
添
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
要
請
が
あ
れ
ば
メ
ー
ル
致
し
ま
す
。 

 

２
０
１
８
年
の
金
目
川
の
水
況
： 

３
月
～
６
月
に
か
け
て
雨
量
が
適
当
に
あ
り
、時
々
、大
雨
も
降
っ
た
。 

毎
年
、
田
に
水
が
必
要
な
５
月
～
９
月
に
、
そ
の
下
流
２
～
３
㎞
が
干
上
が
る

魚
道
が
無
い
飯
島
の
堰
を
大
雨
の
時
に
超
え
る
事
が
出
来
た
鮎
な
ど
。
彼
ら
、

遡
上
魚
が
例
年
よ
り
多
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

そ
れ
を
証
明
す
る
か
の
様
に
、
鮎
の
解
禁
日
６
月
１
日
か
ら
７
月
末
頃
ま
で

は
鮎
は
例
年
よ
り
多
か
っ
た
。 

た
だ
し
、８
月
以
降
は
例
年
並
み
に
な
っ
た
。
原
因
は
不
明
だ
が
、網
師
、釣
り

師
の
場
合
は
例
年
と
同
じ
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、６
月
は
金
目
川
に
ア
オ
サ
ギ
、し
ら
さ
ぎ
が
少
な
か
っ
た
。 

 
 



 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

－３－ 

鮎
以
外
の
特
記
事
項
： 

 

ア
ユ
カ
ケ
が
本
流
で
増
加
。
絶
滅 

危
惧
種
な
ま
ず
は
近
年
、減
少
し
て 

い
た
が
座
禅
川
、鈴
川
、本
流
で
み 

ら
れ
た
。 

本
流
で
は
鯉
は
相
変
わ
ら
ず
多 

い
が
、以
前
は
捕
獲
で
き
た
鮒
は 

今
年
も
皆
無
だ
っ
た
。
こ
れ
は
川
の 

流
れ
を
直
線
化
し
た
影
響
か
も
し 

れ
な
い
。
た
だ
し
、支
流
の
鈴
川
に 

は
存
在
す
る
。 

       

モ
ク
ズ
蟹
の
遡
上
が
少
な
か
っ
た
。 

鰻
が
す
こ
し
戻
っ
て
き
た
。 

今
年
、中
流
域
で
も
鰻
を
釣
っ
て
い
る
人
を
2
人
み
か
け
た
。 

2017
年
は
皆
無
。 

た
だ
し
、投
網
に
ウ
ナ
ギ
が
か
か
る
事
は
今
年
も
無
か
っ
た
。 

鰻
が
多
い
川
で
は
ウ
ナ
ギ
が
時
々
、昼
間
で
も
か
か
る
。 

鰻
が
多
い
川
で
は
夜
間
の
投
網
に
は
鰻
が
頻
繁
に
か
か
る
が
、 

金
目
川
で
は
夜
間
の
投
網
は
禁
止
。
川
エ
ビ
の
増
加
。  

 

増
加
。
観
察
会
で
の
捕
獲
、ま
た
本
流
で
川
エ
ビ
専
門
に
釣
っ
て 

い
る
人
を
見
か
け
た
。 

特
記
事
項 

鮎
： 

今
年
の
夏
の
高
水
温
の
為
に
、鮎
が
湧
水
の
あ
る
場
所
に
移
動
す
る
状
況
が
あ
っ
た
。 

遡
上
の
上
限
地
点
が
本
流
、お
よ
び
鈴
川
と
、
従
来
の
認
識
よ
り
上
流
で
あ
っ
た
。 

落
ち
鮎
の
時
期
の
遅
れ
、
2018
年
に
限
っ
た
事
で
は
な
い
が
、
10
月
に
な
っ
て
も
鮎
が
中

流
域
に
多
数
存
在
す
る
。
板
戸
川
他
の
水
温
が
５０
～
６０
年
前
よ
り
高
い
た
め
か
？ 

善
波
川
の
出
口
橋
～
矢
茂
橋
間
で
2018
年
6
月
8
日
に
、
鮎
の
魚
が
大
量
に
死
ん

だ
。 岸

を
散
歩
さ
れ
て
い
た
市
民
が
伊
勢
原
市
役
所
に
通
報
。
死
ん
だ
魚
を
県
で
分
析
し

た
が
原
因
は
不
明
。
こ
の
場
所
の
上
流
に
は
工
場
は
無
い
。
ま
た
、
生
活
排
水
の
流
入
も

少
な
い
。 

2018
年
1
月
以
降 

は
河
川
工
事
、橋
梁
、 

護
岸
道
路
工
事
も 

し
て
い
な
い
の
で
、 

工
事
に
使
用
す
る 

セ
メ
ン
ト
の
ア
ル
カ 

リ
毒
が
死
因
で
も 

な
い
。 

2017
年
は
2018
年
よ 

り
渇
水
が
酷
か
っ
た 

が
こ
の
区
間
で
生
き 

た
鮎
が
捕
獲
さ
れ
て 

い
る
、 

従
っ
て
、
渇
水
に 

よ
る
酸
欠
死
で
も 

な
い
。 
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生
物
多
様
性
へ
の
取
り
組
み 

 
 

平
塚
市
と
生
物
多
様
性
推
進
協
議
会
が 

協
働
し
て
、二
〇
一
〇
年
生
物
多
様
性
条 

約
の
課
題
と
さ
れ
た
、締
約
国
は
自
国
の
生 

物
の
絶
滅
の
速
度
を
遅
ら
せ
る
た
め
に
、 

ど
の
種
が
ど
れ
だ
け
存
在
を
し
て
い
る
か 

を
、的
確
か
つ
確
実
な
調
査
を
始
め
て
い
ま 

す
。 

私
た
ち
、金
目
川
水
系
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

も
協
議
会
の
一
員
と
し
て
豊
か
な
生
物 

多
様
性
を
求
め
て
地
味
な
調
査
で
す
が
、 

一
歩
一
歩
を
前
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。 

調
査
の
定
点
で
あ
る
土
屋
、吉
沢
の
自 

然
、
金
目
川
中
流
、相
模
川
流
域
、
総
合
公 

園
、
水
田
、海
岸
地
帯
、
湘
南
平
等
を
実
査 

し
ま
し
た
。 

２
０
１
９
年
か
ら
３
年
間
、特
に
水
辺
の
生 

物
多
様
性
の
現
状
を
調
査
し
て
、
正
し
い

種
の
現
状
を
解
明
い
た
し
ま
す
。 

 

き
れ
い
な
川
に
生
息
す
る
鮎
に
つ
い
て
、 

５
０
年
前
の
正
し
い
調
査
資
料
が
な
い
の 

は
残
念
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
現
状
を
記
録 

に
残
し
て
い
き
ま
す
。 

 

同
じ
よ
う
に
ア
ユ
カ
ケ
の
古
い
資
料
は 

現
存
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
調
査
で 

し
っ
か
り
と
作
成
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、総
合
公
園
の
自
然
の
ま
ま
の
池
に 

ヨ
シ
ガ
モ
を
実
査
で
見
た
と
き
は
驚
き 

で
し
た
。 

  

      

 
「湘南里川づくり」取組みのご紹介 

丹
沢
大
山
を
源
流
に
湘
南
地
域
を
流
れ
、
相
模
湾
に
注
ぐ
金

目
川
（
か
な
め
が
わ
）
水
系
。 

“
湘
南
里
川
（ 

さ
と
か
わ
）
づ
く
り
”
と
は
、
湘
南
地
域
の

ふ
る
さ
と
の
川
で
あ
る
金
目
川
水
系
の
河
川
等
を
地
域
の
貴
重

な
財
産
と
し
て
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
、
市
民
（ 

湘
南
里
川
見
守
り
隊
）
と
行
政
の
協
働
に
よ

り
清
掃
、
草
刈
、
植
栽
、
生
き
物
観
察
会
な
ど
河
川
等
の
保
全
・

活
用
に
取
り
組
む
活
動
の
こ
と
で
す
。 

こ
の
「 

湘
南
里
川
づ
く
り
」
を
流
域
全
体
に
広
げ
て
い
く
た

め
、
市
民
と
行
政
と
が
連
携
し
、
設
立
さ
れ
た
「
湘
南
里
川
づ

く
り
み
ん
な
の
会
」。 

「 

湘
南
里
川
づ
く
り
み
ん
な
の
会
」
で
は
、
現
在
、
「
湘
南

里
川
見
守
り
隊
」
の
会
員
を
募
集
中
で
す
。 

み
ん
な
で
、
活
動
情
報
を
交
換
し
た
り
、
金
目
川
水
系
の
理

想
像
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？ 

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

里川づくり 検索 

湘南里川づくりに一緒に取り組む「湘

南里川見守り隊」を募集しています。

詳細は、ホームページで！ 

  問合せ先 

 湘南里川づくりみんなの会事務局 
  神奈川県湘南地域県政総合センター企画調整課 
  電話 （0463）22-2711（内線 211１～３） 
  ホームページアドレ http://www.satokawa.com/ 
http://www.satokawa.com/ 
 
http://www.satokawa.com/ 

写真は平成 29年度の「秦野市市民の日」に出展し、 

会の活動を PRした際の様子です。 

http://www.satokawa.com/

